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○愛知工業大学大学院人材養成及び教育研究上の目的に関する規程

（目的）
第 １条　この規程は、愛知工業大学大学院学則第２条の２に基づき、大学院研究科、専攻ごとに人材養
成に関する目的及びその他の教育研究上の目的（以下、「目的」という。）を定め、公表するものとする。
（研究科、専攻ごとの目的）
第 ２条　大学院研究科、専攻ごとの目的は次のとおりとする。
⑴　工学研究科
　工学研究科は、研究能力、柔軟な応用能力を有する研究者、技術者を養成するため、工学全般に
関る高度な学識を養うものとする。
①博士前期課程
ア．電気電子工学専攻
　ものづくりに携わる電気・電子情報分野の高度専門技術者として必要な分析能力と問題解決
能力の養成に加えて専門的な技術力の向上を目的とする。
イ．材料化学専攻
　ものづくりに携わる材料化学分野の高度専門技術者として必要な分析能力と問題解決能力の
養成に加えて専門的な技術力の向上を目的とする。
ウ．機械工学専攻
　ものづくりに携わる機械分野の高度専門技術者として必要な分析能力と問題解決能力の養成
に加えて専門的な技術力の向上を目的とする。
エ．建設システム工学専攻
　ものづくりに携わる土木・建築分野の高度専門技術者として必要な分析能力と問題解決能力
の養成に加えて専門的な基礎・応用学力の向上を目的とする。

②博士後期課程
ア．電気・材料工学専攻
　電気・電子システム工学、情報通信システム工学、材料プロセス、デバイス工学及び機能性
材料開発工学分野における自立した研究者、技術者として必要な高度な研究能力と柔軟な応用
能力の養成に加えて発展的かつ先進的な技術力の向上を目的とする。
イ．生産・建設工学専攻
　機械工学、機械システム工学、社会開発工学及び都市建築工学分野における自立した研究者、
技術者として必要な高度な研究能力と柔軟な応用能力の養成に加えて発展的かつ先進的な技術
力の向上を目的とする。

⑵　経営情報科学研究科
　ビジネスの高度化・革新を追究し、経営諸科学と情報諸科学の複合的融合によって、論知的思考
による分析や問題解決の能力を有する、経営情報科学の高度専門職業人や研究者を養成するため、
高度な学識を養うものとする。
①博士前期課程経営情報科学専攻
　ビジネス諸問題について、情報技術などの高度な専門知識を活用して、情報を迅速に収集・分
析し、適切な問題解決ができる高度専門職業人及び研究者を育成することを目的とする。
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②博士後期課程経営情報科学専攻
　進化する経営情報科学に関して高度な専門的学術研究を担い、高いビジネス分析力や問題解決
力を有する高度専門職業人や、自立して経営情報科研究に邁進する研究者を育成することを目的
とする。
附　則

　この規程は、平成22年７月１日から施行する。
附　則

　この規程は、平成27年４月１日から施行する。
附　則

　この規程は、令和６年８月１日から施行する。




